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北京市に三菱商事（中国）商業有限公司を設立 

中国における総合商社機能発揮の体制が整う 

 

三菱商事株式会社は、今般、北京市に商業企業を設立することについて、中国商務部より

認可を取得しました。新会社｢三菱商事(中国)商業有限公司｣は、資本金 1000 万ドルで、既

存の投資性企業である三菱商事（中国）有限公司（本社：上海）の全額出資子会社となり

ます。 

三菱商事（中国）有限公司、各保税区貿易公司（上海、広州、大連、天津、青島）に新会

社が加わることで、中国において、投資・輸出入・卸売など、総合商社としての機能を発

揮し、当社とほぼ同様のサービスを提供出来る体制が整いました。尚、保税区貿易公司に

ついても、商業企業と同様、自己名義での輸出入、内販等の権利申請が可能となり、順次

申請を行なう予定です。 

 

また、三菱商事（中国）有限公司は、既に商業企業としての活動を行なうこと（輸出入、

内販等）につき認可取得済みですが、更に今般、上海市浦東新区政府より、資金集中管理

機能を有する先行試点企業（モデル企業）に指定され、他企業に先んじて、当社の中国国

内関連企業の効率的資金運用が可能となり、 今後、オフショアでの口座開設、借り入れな

ども可能になる見込みです。同社は、投資機能強化と共に、投資先企業に対する各種支援・

統括機能を強化してまいります。 

尚、今後の拠点の整備、投資拡大に対応するため、同社の資本金を 3000 万ドルから 6000

万ドルにすべく申請をしております。 

 

今年 9月には、当社 100％子会社のトレディアファッション社（本社：香港）が、上海にア

パレル・繊維専門の商業企業を設立することにつき、商務部より認可を得ました。従来か

ら活動中の物流、食品流通、IT などのこれら機能子会社を含め、三菱商事グループとして、

中国でも、日本国内とほぼ同等のサービスを提供することが出来るようになりました。 
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添付資料 

<中国における新拠点体制> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【ご 参 考】 

 

中国は 2001 年 12 月の WTO 加盟時の約束に基づき、2004 年 6 月に「外商投資商業領域管理

弁法」を公布し、外資企業に対し輸出入、卸売、口銭代理等の商業行為を開放しました。 

従来、中国は技術導入、外貨獲得等に資する製造業に対する外資企業の活動については、

自ら使用する原材料の輸入、国内での購入あるいは製品の国内販売、輸出を原則自由に認

めるなど比較的オープンな姿勢を示してきましたが、貿易業（特に輸入）、国内の卸売業に

ついては国内産業保護の観点もあり、対外開放が遅れていました。このため、外資企業は

各地の保税区にいわゆる保税区貿易公司を設立し、保税区内の取引き、中国の貿易商社を

起用しての輸出入、上海外高橋では交易市場を経由しての卸売など不完全な形で商業行為

を行ってきた経緯があります。 

純粋に貿易、卸売等の商業行為を外資に認める法律が施行されたことで、総合商社にとっ

ても中国における活動範囲が格段に拡大されました。 
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